
わたしたち国民が選挙の争点を決めよう！ 

 本年１１月２３日の朝日新聞の「天声人語」に１９５２年の吉田茂

首相による「抜き打ち解散」の記事が載っていました。 

 少数の側近のみに相談して行った解散は、反吉田勢力から準備する

時間を奪い、打撃を与えるために行われたとされています。 

当時の保利官房長官は、後に「異常な手続き」と振り返り、内閣の「都

合」や「恣意」による一方的解散は憲法の精神に違反すると批判して

いたそうです。 

 記事では今回の安倍首相による解散についても「抜き打ち解散」で、

解散権の乱用ではと指摘しています。 

首相は解散の争点を経済政策「アベノミクス」に持ち込もうと躍起になっています。しかし争点はわたし

たち国民が決めるものです。「大企業への税制優遇措置の拡大」や「社会保障制度改革」、「労働者派遣

法の改正」などが私たちの生活にどのように影響するのか。また「集団的自衛権の行使」や「特定秘密保

護法」あるいは「原発再稼働」などが日本の未来をどう導くのかなど、多くの争点があるはずです。 

しっかりと争点を見極め、安倍政権に投票という形でしっかりと「ＮＯ」を示していきましょう。   
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＜９月議会の報告＞ 

★２０１５年の介護保険制度の改正について 

➢要支援１・２が介護保険給付からはずされ、遅くとも２０１７年までに新しい総合事業へ移るとされて

いる。支え手となる地域に密着したＮＰＯなどの意見を十分聞きながら体制づくりをすべき。 

<市の答弁>意見交換を十分行いながら、地域で支える仕組みを検討することが大切と考える。 

➢国は低所得者の介護保険料の軽減を求めている。消費税の影響などを勘案し、一層の軽減努力を求める。 

<市の答弁>国の趣旨を踏まえ、今後検討していきたい。 

★滝山教育相談室について 

➢滝山教育相談室の旧大道幼稚園跡地への移転が白紙となったが、老朽化は進んでいる。 

今後どうしていくのか。 
<市の答弁>移転を含め引き続き検討していく。 

★西武池袋線 東久留米駅 開駅１００周年について 

➢来年４月、東久留米駅は開駅100周年を迎える。東久留米が元気になるようなイベントを検討してはど

うか。 

<市長の答弁>市としての予定はない。 

研究はしたい。 

＜１２月議会の予定＞ 

１２月３日（水）から議会が始まります。 

間宮みきの一般質問は２１人中１２番目で、 
１２月８日午前１０時５０分ごろからの 
予定です。 
 
詳しくは、議会事務局（042-470-7789）へ 
お問合せください。 

＊インターネットによる議会の録画映像の配信が 
行われています。 

是非、間宮みきの質問をご覧頂き、 
感想やご意見をお聞かせください。 

東久留米市議会映像配信【間宮みきの質問】 
http://www.higashikurume-city.stream.jfit.co.jp/?tpl=speaker_result&speaker_id=19 

東久留米市HP 東久留米市議会トップページ 
http://www.city.higashikurume.lg.jp/kensaku/gikai/sigikai_index.html 
 

 何かと忙しい季節です。 
みなさんの心は休憩を求めてはいませんか？ 
日頃気になっていることについて、楽しくおしゃべりす

る場を男女平等推進センター登録グループ「市民の会 

かりん」で作りました。 
 しばし忙しさを忘れ、同じまちに住む人同士、お茶を

飲みながら気軽にお話ししませんか？ 
リピーターの方はもちろん、初めての方も大歓迎です!! 
 
日時：１２月７日(日）13時30分～15時30分 

会場：東久留米市男女平等推進センター 会議室 

テーマ：セクハラ、マタハラ、パワハラなど 

お問い合わせ：４２７－６８６４ 

（市民の会かりん 共同代表 田口） 

『第１１回 おしゃべりカフェ』を開催 


